
 

 

 

 

 

 

  ２学期の初め、そら組の子どもたちは夏休みに経験した祭りの話をしていました。担任は「自分たちが経験して楽しかっ

たことを再現して遊んでほしい」「材料を選び工夫して作ってほしい」「友達と力を合わせて学級で祭りごっこを進めてほし

い」と考えました。 

自分がしたいと思う店を言い合い、「一緒にしよう」と幼児同士で誘い合ったり、「一人でもできる」と進めたりしてきまし

た。途中で「一人でできんかもしれん。手伝ってほしい」と言う声が出たり「〇〇の材料が足りん」と家の人に呼び掛けたり

しました。５歳児のアイディア、イメージしたものを実現させる工夫を見てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

習慣 

 

 

 

 

  

学級活動で、また給食後はしたい人が取り組んだ２週間。振り返りの際「手伝って～」の声が出ると、次の日には、自分

の店でなくても「何をしたらいい？」「手伝おうか？」と助け合う姿が見られました。また、３・４歳児だけでなく、１年生を招待

し、自分たちの店に行列ができるうれしさを味わい、本物そっくりのお金をもらい満足感を味わいました。学校の先生方にも、

今の５歳児の姿、身に付いている力を見ていただきました。どこの園でもしている店ごっこですが、子どもへの提案の仕方、

出す材料、グループ分け等を検討し、子どもと一緒に取り組むことで意義ある遊び、そして学びにしていきたいと思います。 

 

読まれた感想・ご意見などありましたら教えてください。 園長だより７ （     ）組   園児名（                   ）  

 

 

えがおいっぱい すくすくそだて 
しょうわっこ  園長だより７  R７.９.26 

きりとりせん 

【綿菓子】割りばしに新

聞をまき、花紙をまいて

「〇〇味」をイメージし、

綿を付けています。 

【かき氷】いろいろな味

を選ぶことができるよう

にメニューと食べたら返

す「返却口」を作成。 

【金魚すくい】看板ややり方を

文字で表わしています。小さ

い組の人に分かるように作っ

た金魚も貼っています。 

【フランクフルト】一人で

もできると言ったけれど

休みが続き、「手伝って

～」と助けを呼びました。

割りばしに新聞をまく人、

茶色の紙をまく人に分か

れて２日で完成。 

【射的】鉄砲に見立てた筒

を投げてペットボトルの的を

倒す仕組。早くペットボトル

を起こすことができるように

後ろ側にガムテープを貼っ

ています。女の子用の景品

はほし組が手伝いました。 

【たこ焼き】作ることに時

間がかかり、丸める工程

ははな組に手伝ってもら

いました。青のり、鰹節を

のりでつけるとべたつ

き、スプレーのりを使うと

うまくいきました。 

【焼きそば】祭りで食

べた焼きそばを再現。

ニンジン、キャベツ、肉

入り。 

【ジュース】メニューと

して書いたジュースの

名前を切り、ジュース

の場所と一致させまし

た。カップの大きさを

選ぶことができる仕組

みを考えました。 


